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牛において好酸球増多症を伴う慢性腸炎は，慢性寄生
虫感染［1］や好酸球性腸炎［2］において認められるこ
とがある．特に好酸球性腸炎は再発を繰り返す間欠的も
しくは慢性的な下痢を主徴とし，人［3］，馬［4］など
さまざまな動物で発生が報告されている．牛の報告は，
極めてまれであるが，被毛失沢や栄養不良などの生産性
の低下が認められ，予後不良となる場合もある［2, 5］．
病理学的には回腸パイエル板が肥厚し，回腸，盲腸及び
腸管膜リンパ節の好酸球浸潤を伴う慢性炎症が引き起こ
される［2, 5, 6］．治療は副腎皮質ホルモンの投与であ
り，約 1 カ月の長期連用により治癒したとの報告［5］
がある一方で，デキサメサゾン投与後数日しか便性状が
改善しないとの報告もある［6］．馬では真菌の一種であ
るビシウム属菌が原因と判明した例［4］もあるが，牛
では原因が特定された例はなく，食餌性アレルギー［5］
や寄生虫感染［2］との関連が指摘されている．
一方，真菌の産生する毒素であるマイコトキシン

（MT）も下痢を引き起こし，特にアフラトキシン（AFL）
は慢性的な肝機能障害や栄養吸収障害による低体重及び
被毛失沢などをもたらすことが知られている［7, 8］．
また医学研究においてマイコトキシンがアレルギー疾患

のような好酸球性炎の憎悪因子となることが知られてい
る．Penicillium属菌や Aspergillus属菌より産生され
るパツリンや Aspergillus fumigatusより産生されるグ
リオトキシンは呼吸器粘膜障害と細胞性免疫の抑制によ
りアレルギー性気管支肺アスペルギルス症のようなアレ
ルギー性呼吸器疾患の憎悪因子となり［9］，デオキシニ
バレノール（DON）は胃腸粘膜障害に伴い，粘膜上皮
において好酸球遊走に深く関与する interleukin-33 の
発現を刺激することが報告されている［10］．
今回，黒毛和種肥育牛に発生した好酸球の増加を伴い
再発を繰り返す下痢症を好酸球性腸炎と診断したが，マ
イコトキシン中毒症の併発も認められたので，その概
要を報告する．
症例牛の概要と臨床症状：症例は 24 カ月齢の黒毛和
種肥育雌牛，給与飼料は同地域で収穫された稲ワラ乾草
と市販の肥育用配合飼料であった．10 カ月齢で当該農
場に導入された後，18 カ月齢～19 カ月齢の間に肺炎と
これに続発した食欲減退を伴う腸炎のため，他の診療所
にて 43 日間加療し，呼吸器症状と食欲の改善を認めた
が泥状～水様性下痢が継発した．その後，数回診療する
も改善しないため，当組合が平成 25 年 4 月 16 日にセ
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増加は認められなかった．以上より，本例はアフラトキシン中毒を併発した好酸球性腸炎と考えられた．
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ワラで 0.800mg/kg，残飼稲ワラでは 0.550mg/kg認
められ，DONは貯蔵庫内稲ワラで 0.300mg/kg，残飼
稲ワラで 0.050mg/kg認められた．TFUNはいずれの
検体も定量下限未満だった．
治療概要と経過：初診～7病日においてグリチルリチ
ン酸製剤，抗菌剤や利胆剤などを使用し，一時正常便に
回復した．16～17 病日と 47～50 病日の再発時には副
腎皮質ホルモンであるデキサメサゾンと抗菌剤の投与に
より便性状の改善を認めた．グリチルリチン酸が薬効成
分の甘草末を配合した経口漢方薬（新中森獣医散 Z，中
森製薬㈱，宮崎）は初診～46 病日に再発防止として継
続投与をしていたが，下痢が再発したため，50 病日よ
りカルシウムモンモリオナイトを主成分とするMT吸
着剤（カリブリン Z，日本イーライリリー㈱，兵庫）の
飼料添加（20g/day）のみを出荷直前まで行ったところ，
その後出荷まで下痢の再発は認められなかった．
当該牛は最終的に 37 カ月齢まで肥育し，出荷成績は
生時体重 652kg，枝肉重量 410kg，バラ厚 8cm，脂肪
交雑（BMS）No. 7，ロース芯面積 67cm2，枝肉単価
2,086 円 /kg，及び格付等級 A-4 であった．

考　　　　　察

本例では，末梢血好酸球数の増加，充実性組織塊の混
在する慢性下痢に加え，血液検査から慢性下痢に伴う吸
収不良と考えられる低栄養状態が示された．牛の好酸球
性腸炎の報告は少なく，腸粘膜の好酸球性炎に伴う慢性
下痢は既報の各症例に共通であるが，それ以外の症状や
予後は症例によりさまざまである．本例では慢性下痢に
加え，下痢便に混在した組織塊の排出［6］や栄養不良
［2, 5］などは既報と一致したが，本例のように高 GGT

血症が示された報告例や飼料中にMTが検出された症

カンドオピニオンとして診療依頼を受けた．
初診時（0病日）所見は活力低下，食欲減退及び脱水
は認められなかったが，外見上発育停滞と被毛失沢を認
め，充実性組織塊が混在する酸臭のある黄白色水様便の
排出を示した（図 1）．便性状は 0～7病日の治療により
いったん回復したが，再発により 16～17 病日と 47～
50 病日にも治療を行った．その後，便性状の異常は認
められなかった．
検査概要及び成績：0，16 及び 47 病日の糞便におい
て，寄生虫卵検査をウイスコンシン変法と時計皿法によ
り行い，細菌検査を DHL寒天培地により好気定量培養，
カナマイシン添加 CW卵黄寒天培地を用いてガスパッ
ク法により嫌気定量培養を行ったが，寄生虫卵，原虫及
び有意菌の増殖は認められなかった．0病日の糞便に混
在した組織塊を滅菌生理食塩水で洗浄後，切開を加え滑
面をスライドガラスに押印し，Dif f-Quick染色後鏡検
したところ，少量の杯細胞，円柱上皮細胞，線維性結合
識及び好酸球の混在または単独での出現を認め，上皮細
胞の一部は変性・壊死を伴っていた．よって組織塊は好
酸球性炎による腸管の粘膜上皮と粘膜固有層が剝離した
ものと推定された．
血球数計測及び血液生化学検査は 0，7，16，47，60，
90，120 及び 150 病日に行った（表 1）．なお既報［11, 
12］を基準値とし検査値の評価を行った．0，7 及び 47
病日には好酸球増多症が認められた．よって，組織塊の
細胞所見も考慮し，好酸球性腸炎と診断した．血清総蛋
白量，ALB値，TCHO値及び Ca値は初診時より低栄
養状態を反映し低値を示した．低栄養状態は長期にわた
り，TCHO値は 90 病日，Ca値及び血清総蛋白量は
120 病日，ALB値は 150 病日に基準値内に回復した．
また，GGT値は慢性的に高値を示し，特に 16 病日から
は基準値を超える高値を示した．
病因検索として，粗飼料中のMT検査を行った．60

病日と 120 病日において貯蔵庫内稲ワラと当該牛居住
パドック飼槽内残飼の稲ワラより無作為に 5カ所採取し
混合したものを検体とし，既報［13］に準じて，イム
ノアフィニティカラム（Afla Test, Zea Test, Don Test, 

Fum Test, VICAM, U.S.A.）で前処理し，液体クロマ
トグラフトリプル四重極型質量分析計（Agilent 6410
トリプル四重極 LC/MSシステム，Agilent Technolo-

gy, U.S.A.）により総アフラトキシン（TAFL），ゼアラ
レノン（ZEN），DON及び総フモニシン（TFUN）濃
度の測定を行った．結果を表 2に示す．TAFLは 60 病
日に貯蔵庫内稲ワラで定量下限未満であったが，残飼稲
ワラ中には 0.152mg/kg認められた．120 病日には貯
蔵庫内稲ワラで 0.072mg/kg，残飼稲ワラで 0.300mg/

kg認められた．ZEN並びに DONは，60 病日では定量
下限未満であったが，120 病日には ZENが貯蔵庫内稲

図 1　症例牛における下痢便の性状
a：初診時（0病日）に観察された黄白色水様便
b：aに混在していた組織塊（Bar＝1cm）

a b

1cm
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また，本例ではMTと好酸球腸炎との関係性を考慮
すべきものと考えられたが，現在のところ AFLと好酸
球性炎との関係性に言及する報告は見当らず，好酸球性
腸炎との関係性を断定できる根拠とはなり得ないものと
考えられた．また胃腸粘膜の傷害を引き起こし，好酸球
遊走を間接的に刺激する DONは 120 病日の検査で低濃
度に認められたのみであり，好酸球性腸炎とMTとの
関係性を類推する根拠は得られなかった．よって本例で
行った各種検査成績からも原因の特定には至らなかっ
た．
本例の内科療法では特に副腎皮質ホルモンが有効だっ
たものと考えられた．好酸球性炎の抑制により下痢の改
善を認め，さらに 47 病日より認められた ALB値の増
加は栄養吸収能の回復徴候と考えられたが，47 病日に
はふたたび下痢及び好酸球数の増加を認めた．既報［8］
においても，短期間の副腎皮質ホルモン投与は数日間の
便性状の改善を認めるのみだったと報告しており，副腎
皮質ホルモンの投与効果は限定的であることが示唆され
た．
一方でMT吸着剤添加後は下痢や好酸球数の基準値

以上の増加が認められなかった．このことから，検査日
以外で飼料中に DONの汚染があったと仮定すると，
MT吸着剤が下痢の再発防止や好酸球数増加を低減させ
たかもしれない．また，血液検査よりMT吸着剤添加
後も栄養状態の改善傾向が持続していたことから，MT

吸着剤はある一定量のMTの暴露を低減させ，栄養状
態の改善に寄与したものと考えられた．
以上より，本例は AFL中毒による肝障害を併発した

好酸球性腸炎と考えられた．その原因は特定できなかっ

例は見当たらない．
肝毒性を持ち，栄養吸収障害をもたらす AFLは，高
温多湿条件下で真菌体の急速な生育に伴い短期間で多量
に産生される［14］．本例では夏季に採材しており，さ
らに 60 と 120 病日で飼槽内残飼中の AFL濃度が高い
傾向にあったことから，日中の高温多湿条件に加え採
食，飲水及び唾液により水分が供給されることで，飼槽
内で AFLの汚染が進行していた可能性が考えられた．
また，AFLなどに汚染した飼料の摂取で血中 GGTが増
加した場合，その後汚染していない飼料を 12 週間摂取
しても GGT値が回復しないことが報告されている
［17］．さらに好酸球性腸炎による長期の下痢は粘膜バ
リアの破損を招き，AFLの感作を増大させたことが考
えられ，当該牛が AFLのような毒性物質に対し易感作
状態にあり，かつ恒常的に AFLに汚染した飼料の摂取
や，AFLの長期的影響により当該牛で高 GGT血症が持
続したことが考えられた．

表 1　血液検査所見

0病日 7病日 16 病日 47 病日 60 病日 90 病日 120 病日 150 病日
4月 16日 4月 23日 5 月 2 日 6 月 2 日 6月 15日 7月 15日 8月 14日 9月 13日

血球数計測
赤血球数 5～8※ （104/µl） 7.80 8.29 7.25 6.71 6.64 7.79 7.09 8.42
血球容積 32～40※ （％） 36.8 33.4 32.1 34.9 35.7 36.6 32.7 44.0
総白血球数 5,000～12,000※（/µl） 8,800 9,100 6,700 9,000 7,800 7,700 5,500 6,600
好中球数 800～5,400※ （/µl） 2,112 2,912 2,278 2,700 3,588 3,157 1,980 2,178
リンパ球数 2,300～9,000※ （/µl） 3,784 3,731 3,551 4,770 3,120 3,850 2,860 3,102
好酸球数 100～1,400※ （/µl） 2,904 2,457 737 1,440 858 616 550 1,122
単球数 100～800※ （/μl） 0 0 134 90 234 77 110 198

血液生化学検査
AST 66±20＊ （U/l） 70 74 74 75 85 70 67 78
GGT 27±9＊ （U/l） 36 32 39 43 89 40 154 53
TCHO 145±29＊ （mg/dl） 36 52 53 62 90 121 132 149
sTP 6.2～7.5※ （g/dl） 4.9 5.0 5.0 5.6 5.6 6.0 6.4 6.6
ALB 3.4±0.2＊ （g/dl） 2.3 2.3 2.3 2.7 2.8 2.6 3.1 3.4
BUN 16.6±3.3＊ （mg/dl） 17.0 13.7 14.1 15.8 14.3 15.2 11.1 11.3
Ca 8.7～12.0※ （mg/dl） 7.7 7.7 ─ ─ ─ 8.1 9.2 9.0
iP 3.7～7.0※ （mg/dl） 6.7 7.6 ─ ─ ─ 7.4 7.0 7.1

※：参考基準値は引用文献［11］より抜粋　　＊：参考基準値は引用文献［12］より抜粋

表 2　稲ワラのマイコトキシン検査成績

病日 
（Day）

TAFL 
（mg/kg）

ZEN 
（mg/kg）

DON 
（mg/kg）

TFUM 
（mg/kg）

60

貯蔵 
庫内

＜定量 
下限

＜定量 
下限

＜定量 
下限

＜定量 
下限

飼槽内
残飼 0.152 ＜定量 

下限
＜定量 
下限

＜定量 
下限

120

貯蔵 
庫内 0.072 0.800 0.300 ＜定量 

下限

飼槽内
残飼 0.300 0.550 0.050 ＜定量 

下限

TAFL：総アフラトキシン ZEN：ゼアラレノン
DON：デオキシニバレノール TFUN：総フモニシン
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たが，今後MTの関与や真菌アレルギーとの関係性を
検討していく必要があるものと考えられた．
最後に，本症例報告あたり，マイコトキシン検査に協力いた
だいた日本イーライリリー㈱の厚意に深謝する．
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Case of Suspected Eosinophilic Enteritis with Mycotoxicosis  
in a Japanese Black Fattening Cow

Kentarou SATO and Motoya KOIZUMI†

＊Hokusatsu Agricultural Mutual Aid Association, 13-1 Todoromachi, Satsuma-cho, Satsuma-
gun, 895-1813, Japan

SUMMARY

A 24-month-old Japanese black female fattening cow presented with chronic diarrhea.  Water y diarrhea was 
obser ved that included a mass of solid tissue, and a blood examination revealed poor nutritional status and 
eosinophilia.  A bacterial culture of the feces revealed no bacterial activity, and a microscopic examination did 
not detect parasite ova.  Moreover, a cytological examination suggested that the mass of solid tissue was the 
intestinal mucosa, which had detached due to eosinophilic inflammation.  Eosinophilic enteritis was therefore 
diagnosed.  However, we also detected chronical ly high levels of γ-glutamyl transpeptidase, and the 
recurrence of diarrhea was obser ved on days 16 and 47.  The mycotoxin concentration was measured on days 
60 and 120.  The total aflatoxin level was 0.152 mg/kg on day 60 and 0.300 mg/kg on day 120 based on the 
le f tover r ice s traw.  The cow was therefore considered to have an outbreak of symptoms re la ted to 
complications of aflatoxicosis.  After the administration of adrenocor ticosteroid and supplementation with a 
mycotoxin adsorbent, the nutritional status of the cow improved, and neither diarrhea nor eosinophilia have 
been obser ved since day 50.  Accordingly, the present case was considered to be an incidence of eosinophilic 
enteritis accompanied by aflatoxicosis. 
─ Key words : eosinophilic enteritis, Japanese black fattening cow, mycotoxin.
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